
会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 医事課

上位政策

医事課長　村田善則厚生労働省医政局

一般会計

担当部局庁

関係する計
画、通知等

①医師法第２条、第１０条、第２７条
②診療放射線技師法第３条、第１８条、第１９条
③臨床検査技師等に関する法律第３条、第１２
条、第１３条
④理学療法士作業療法士法第３条、第１０条、
第１８条
⑤視能訓練士法第３条、第１１条、第１２条
⑥臨床工学技士法第３条
⑦義肢装具士法第３条

－

－
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22年度 23年度要求

事業番号 77

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
昭和５５年度医政局国家試験等電算化経費

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

一部改善（執行状況を予算要求に反映）
予算と執行の乖離の要因等を精査し、システムの運用・保守経費を見直すことにより予算の縮減を図る必要がある。

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

予算額と執行額の乖離の理由を分析の上、予算要求の方法について改善していく点がある場合には、的確に予
算に反映してまいりたい。

年度当初に月別の年間執行計画を作成し、適宜見直し（終了月の実績反映等）を行い、適切な執行・把握を
行っている。また、予算の執行は全て厚生労働省で直接執行しており、全ての支出先を把握している。

128

19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後）

(1)国家試験受験者数は年々増加の傾向にあるが、システムの導入により、受験者数の把握、答案採点業務の
軽減化及び、試験から合格発表までの国家試験業務の迅速化・早期化を図ることが出来た。また、プール制と
は、試験問題をあらかじめ作成・蓄積しておき、その中から出題するもので、当該制度を導入することで、領
域別に偏りのない出題が可能となり、試験問題の更なる質の向上が期待ができ、試験問題の更なる質の向上が
図られている。
(2)国家試験合格者数は年々増加の傾向にあるが、システムの導入により、合格発表から免許登録までの期間
短縮が可能となり、業務の効率化を図られている。
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事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

(1)医師等国家試験業務において、受験者データ、採点、合否判定データ等を電算化し、試験事務を迅速化す
るとともに、医師等国家試験の試験作成委員会において、試験問題の作成支援のため、既出問題、公募問題を
プールしたものを使用し、試験問題を作成し、今後の試験問題作成支援のため良質な試験問題を揃えておくも
の。
(2)医師等14の医療関係職種については、合格発表（毎年3月下旬から4月上旬）直後に約9万人の免許申請が医
事課試験免許室に集中するが、合格者データ等を電子化することにより速やかな新規免許登録に資する。ま
た、紙媒体である登録者籍簿の電子化により、年間5万人を超える氏名等の訂正（籍訂正）事務の効率化を図
る。さらに、平成19年度から稼働している医師等資格確認検索システムにあっては、ホームページ上で医師等
の氏名を検索できるようにすることにより、国民が医師等の資格を確認できるようにし、医師等でない者から
の医療の提供を避けることを可能とする。

(1)医師等国家試験業務において、国家試験業務の迅速化を図るとともに、各試験委員の試験問題の作成支援
等のために、プール制に伴う試験問題の蓄積・編集を行う。
(2)合格者データ等を電子化することによる新規免許登録事務の迅速化及び紙媒体である登録者籍簿を電子化
することにより、籍訂正事務の効率化並びに医師等資格確認検索システムの運用によって、国民の生命・健康
の保護に寄与すること。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

113211

執行率 99.5% 76.6% 78.5%
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総事業費(執行ベース) 210 98 95



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

厚生労働省

９５百万円

Ａ．新日鉄ソリューションズ株式会社

４４百万円

・免許登録管理システム等運用保守業務

〔国会試験業務及び免許登録業務の迅速

化を図るための電算化に必要な経費〕

Ｃ．株式会社東計電算

３４百万円

・国家試験出願願書等電算処理業務

【一般競争入札】

【一般競争入札】

Ｂ．三菱電機株式会社

６百万円

・Ｗｅｂ公募システム運用保守業務

【一般競争入札】

うち事務費

１１百万円



0計 0 計

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 34 計

使　途 金　額
(百万円）

34

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 6 計

C. 株式会社東計電算 G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

役務費
国家試験出願願書等電算処理業
務

役務費 Ｗｅｂ公募システム運用保守 6

B. 三菱電機株式会社 F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計計 44

役務費
登録済証明書印刷機能システム
運用保守

役務費 国家試験問題登録作業 13

2

役務費
医師等資格確認検索システム運
用保守

4

A. 新日鉄ソリューションズ株式会社 E.

13

使　途 金　額
(百万円）

役務費 免許登録管理システム運用保守 12

役務費
医師等国家試験問題検索編集シ
ステム運用保守

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目


